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漢語動名詞の使役交替
本 田 親 史
1．序 論
「集まる／集める」といった和語動詞とは異なり，漢語動名詞は自他を表す
形態標識を持たない。しかし，田窪（1986）や小林（2002）で論じられた「―
化」の生産性を考えてみれば，ある程度までの規則性が漢語動名詞の自他交替
にもあると想定することが自然である。本稿では，統語構造に反映される動詞
の概念的意味を表示する文法レベルのひとつとして語彙概念構造を想定する文
法モデルに基づいて，漢語動名詞の使役交替に係わる規則とその制限について
考察する。具体的には，影山（1996）で和語動詞について提案された「脱使
役化」が漢語動名詞にも適用されることを述べる。まず，語彙概念構造に基づ
いて漢語動名詞の自他を提示してから，使役他動詞構文に生起できる主語の差
異を考察することにより，脱使役化の意味的な制限を規定する＊。
2．漢語動名詞の自他
本稿は，Dowty（1979），Jackendoff（1983, 1990）等を発展させた影山
（1996）の語彙概念構造を用いた文法モデルを想定する。以下においては，漢
語動名詞という術語は二字漢語動名詞，あるいはサ変動詞語幹を形成している
「―化」を指す。自他を表す形態の標識が存在しない漢語動名詞においては，ヲ
格目的語を取るか否かが自他を判断する基準のひとつになる。使役交替に参与
する漢語動名詞の考察に入る前に，自動詞用法のみ，および他動詞用法のみの
１４５
漢語動名詞を語彙概念構造に照らし合わせて確認する。
自動詞用法のみのタイプは，使役構造を持たない状態変化自動詞と活動動詞
である。
（ 1）自動詞用法のみの漢語動名詞（使役構造を持たない状態変化自動詞）
a. 株価が急落した。 b. ＊株価を急落した。
悪化，急増，荒廃，混迷，渋滞，倒壊，発覚，判明，崩壊，流出
これらの漢語動名詞は，次の例にみるように，典型的には使役変化を表す他動
詞が認可される「～てある構文」に生起できない。
（ 2）a. ＊悪化してある戦況 b. ＊渋滞してある道路
本論においては，これらの漢語動名詞の概念構造を（3）のように想定する。
（ 3）［y BECOME［y BE［AT z］］］
「誕生」「発生」は，（3）の意味構造において意味述語 BECOME の前に y 項
が存在しない意味構造を持つ。なお，「湧出」「噴出」といった非対格他動詞
（cf．影山（2000）），移動動詞については本論の目的に直接関係しないので省
略する。
活動動詞は，（4−5）に示すように，「たくさん」が行った動作の量を表す
（影山（1993））という点で，対象物の状態変化を表さない働きかけのみの他
動詞と共通性を持つことから，活動を表す動詞の意味を抽象化した意味述語の
ACT によって（6），（7）のように規定される（1）。
（ 4）a. たくさん作業した。 b. たくさん運動した。
（ 5）a. たくさん研究した。 b. たくさん非難した。
（ 6）自動詞用法のみの漢語動名詞（活動動詞）：［x ACT］
挨拶，運動，活動，作業，跳躍，読書，努力，内職
（ 7）他動詞用法のみの漢語動名詞（対象物の状態変化を表さない働きかけ
のみの他動詞）：［x ACT ON y］
研究，攻撃，視察，視聴，使用，襲撃，非難，勉強，爆撃，派遣
（7）の漢語動名詞は，その概念構造における y 項が示すように，ヲ格目的語
を取れるという点では，次に挙げる漢語動名詞と同じである。
１４６ 漢語動名詞の使役交替
（8）他動詞用法のみの漢語動名詞（対象物の状態変化を表す他動詞）
暗殺，改正，改定，解剖，殺害，整理，整備，掃除，治療，分解，分
割
これらの漢語動名詞の概念構造は，外的な使役行為と（3）に挙げた構造が一
体になったものである。（8）の漢語動名詞の構造を暫定的に次のように想定
しておこう。
（ 9）［［x ACT（ON y）］CAUSE［y BECOME［y BE AT z］］］
（7）と（8）の漢語動名詞の相違点は，それぞれの構造に示したように，ヲ格
目的語である対象物の状態変化を表すか否かである。このことを「～ている」
を用いて確認する。「～ている」は動作の過程と動作による対象物の結果状態
を表す読みが可能であるが，それぞれの読みは，「～している最中」と「既に
～している」によって明確になる（益岡・田窪（1992））。次の例を見てみよ
う。
（10）a. ワイヤーを切断している最中に…（過程読み）
b. 既に切断しているワイヤー（結果読み）
これを（7）と（8）のタイプに当てはめてみよう。
（11）a. 英語を勉強している最中に…（過程読み）
b. #既に勉強している英語（対象物の状態変化の結果読みとして＃）
（12）a. 製品を分解している最中に…（過程読み）
b. 既に分解している製品（対象物が被った状態変化の結果読み）
（11 b）は，当該の時点までに勉強するという行為をしたという読みであれば，
適格である。（11 b）と（12 b）の差異は（7）と（9）の概念構造を反映して
いる。
次に挙げる漢語動名詞は，使役交替に参与できるタイプである。
（13）使役交替に参与する漢語動名詞
a. ゲリラを壊滅した。 a’. ゲリラが壊滅した。
b. 入札制度を透明化した。 b’. 入札制度が透明化した。
欧米化，回復，開閉，壊滅，確定，加速，拡大，結集，決定，効率化，
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実現，縮小，多様化，沈静化，復旧
ここでは，（13）に挙げた漢語動名詞の他動詞用法の概念構造は（9）である
と暫定的に想定し，次節において，漢語動名詞の使役交替における制限を観察
することにより考察する。
3．漢語動名詞の使役交替
3. 1 反使役化と脱使役化
本節では，前節の（13）に挙げた漢語動名詞の使役交替について考察する。
影山（1996 : 203）は，漢語動名詞の使役交替について「反使役化」が関与し
ていると示唆しているが，鈴木（2000），小林（2002），本田（2002）におい
ては，反使役化以外のルールが関与している可能性が論じられている。まず，
反使役化について述べる。Levin and Rappaport Hovav（1995 : 90 ff）のい
う「外的使役」を表す他動詞文の描写しているイベント（2）が，外的な使役主
の直接的・間接的な関与がなくても発生するイベントである場合とは，それが
変化対象の自力性のみによって発生すると見なされるイベントである。その場
合，概念構造において，外的な使役主（x 項）と変化対象（y 項）が同定され
ることにより，自動詞構文が認可されると想定するのが反使役化である。
（14）反使役化（3）（影山（1996 : 145））
［x CAUSE［y BECOME［y BE AT z］］］→［x＝y CAUSE［y BECOME
［y BE AT z］］］
変化対象と外的な使役主を同定する反使役化においては，外的な使役主の直接
的・間接的な関与がなくても，変化対象自身に内在する性質（内在的コントロ
ール）のみによって結果状態へ至ると認識される，という認知的制限が関与す
る。
（15）a. 心肺機能が停止した。 b. ドアが開閉した。
これらの構文における変化対象が内在的コントロールを持つことは，次のテス
トで確かめることが出来る。
１４８ 漢語動名詞の使役交替
（16）a. ひとりでに心肺機能が停止した。
b. ひとりでにドアが開閉した。
重要なことは，影山（1996 : 145）が指摘するように，内在的コントロールに
よる状態変化を促進，または補助していると見なされる外的な使役主，あるい
はそれに相当する事物は当該の自動詞構文において付加詞として生起できると
いうことである。
（17）a. 先ほどの突風でドアが開閉した。
b. 薬を使うと心肺機能が停止した。
これに対して，外的使役を表す他動詞文の表すイベントが，変化対象の内在
的コントロールのみによって結果状態へ至ることができないと見なされる場合
とは，外的な使役主の直接的・間接的な関与がなければ発生しないイベントで
ある。このようなイベントを表す他動詞文に生起する和語動詞の限られたタイ
プが参与している使役交替をつかさどる操作として，影山（1996）は「脱使
役化」を提案した。
（18）脱使役化（4）（影山（1996 : 188））
［x CAUSE［y BECOME［y BE AT z］］］→∃x［x CAUSE［y BECOME
［y BE AT z］］］
語彙概念構造において，使役主と変化対象を別のものと見なしたままで，使役
主である x 項を統語上に表出しないという外項抑制の働きをするのが脱使役
化である。そのため，自動詞用法においては，変化対象とは別に外的な使役主
が含意される。次の例文は，脱使役化が関与していると思われる。
（19）a. 財務システムを健全化した。 b. 財務システムが健全化した。
（20）a. 当局が出版差し止めを確定した。 b. 出版差し止めが確定した。
これらの構文における変化対象が，自力性を持たないことは上述のテストから
も明らかである。
（21）a. #ひとりでに健全化した財務システム
b. #ひとりでに確定した出版差し止め
脱使役化が関与していると思われる漢語動名詞を次に挙げる。
１４９漢語動名詞の使役交替
（22）移転，回復，壊滅，確立，加速，拡大，結集，決定，健全化，効率化，
実現，縮小，復旧，分断，明確化，多様化
脱使役化の制限に関する考察に入る前に，これらの漢語動名詞の自動詞文が
持つ性質を確認しておこう。（22）の漢語動名詞の自動詞文における意味構造
は，（3）の使役構造を持たない状態変化自動詞であると想定できる可能性が
あるが，次に示す現象を見ると，この考えは正しくないことがわかる。まず，
修飾句「難なく」について見る。「難なく」は使役行為から結果状態への推移
が容易か否かを修飾すると考えられる（影山（1996）を参照）。
（23）a. ?＊道路が難なく渋滞した。 b. ?＊スキャンダルが難なく発覚した。
（24）a. ゲリラが難なく壊滅した。 b. 作業手順が難なく効率化した。
（24）が示すように，「難なく」が適格であれば，自動詞であっても，意味構
造には使役概念が存在する。
（3）の構造は，外的な使役主が関与しないイベントを表すので，次例のよ
うに，外的使役主の意図的な行為の遂行を表す構文に埋め込むと，容認性が下
がる。
（25）a. ?＊われわれは利用者が急増することを目指した。
b. ?＊われわれはスキャンダルが発覚することを目指した。
c. ?＊われわれはその贈賄事件が判明することを目指した。
（22）の漢語動名詞の自動詞構文は次に見るように容認可能である。
（26）a. われわれはゲリラが壊滅することを目指した。
b. われわれは作業が効率化することを目指した。
c. われわれは紛争が解決することを目指した。
次に，代用動詞の振る舞いについて見てみよう。Jacobsen（1992 : 212）
が指摘するように，「弱くする／弱くなる」における「する／なる」の自他対
立は明確であるが，漢語動名詞においては，そのような対立は「する」という
一語に中和されているので，ヲ格名詞の容認性や意味構造により自他の対立を
考えるしかない。そこで，代用動詞「そうなる」の置換について観察してみる
と，使役構造を持たない状態変化自動詞は「そうなる」で置換することができ
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るが，（22）に挙げた漢語動名詞の自動詞文の場合は「そうなる」で置換する
と容認性が下がる。
（27）株高が株高を呼ぶブームが，何かのきっかけではじけ，株価が急落す
る危険はぬぐえない。そうなると，世界中から米国に流れ込む資金が
細り，ドル急落も生みかねない。（信濃毎日新聞社説 2000年 2月 4
日）
（28）a. この地域では農地が荒廃したが，そうなることは予想できた。
b. あの花火が暴発したが，そうなることは予想できた。
c. 政局が混迷したが，そうなることは誰でも予想できた。
（29）a. ?？ゲリラが壊滅したが，そうなることは予想できた。
b. ?？砂防ダムが完成したが，そうなるまでには地域住民の……。
c. ?？鉄鋼業界が再生したが，そうなることは予想できた。
以上の観察から，（22）の漢語動名詞の自動詞文は使役構造を持たない状態変
化自動詞ではないと想定する。さらに，（30−31）に示す結果構文の容認性の
違いから，（22）の漢語動名詞の自動詞文は，（6）に挙げた活動動詞とも異な
る構造をもつことがわかる。
（30）a. システムが従来どおりに復旧した。
b. 事業規模が半分に縮小した。
（31）a. ＊花子がくたくたに修行した。 b. ＊花子がへとへとに内職した。
つまり，（22）に挙げた漢語動名詞の自動詞構文は，本論で想定している自動
詞の概念構造のどれにも当てはまらない意味構造を有している。言い換えれ
ば，他動詞構文から派生されたと想定できるのである。
3. 2 脱使役化の制限
本稿は，脱使役化がある程度一般性を持つ語彙規則であると想定しているの
で，以下においては，脱使役化の適用にかかる制限を考察する。脱使役化が関
与している漢語動名詞の他動詞文が表すイベントの性質は，上述したように，
変化対象の内在的コントロールのみによって発生しないと見なされるイベント
１５１漢語動名詞の使役交替
である。換言すれば，外的な使役主の直接的・間接的な関与がなければ発生し
ないイベントである。このような性質は，前節の（8）で見た対象物の状態変
化を表す他動詞用法のみを持つ漢語動名詞にも当てはまるが，（8）の漢語動
名詞はなぜ交替できないのだろうか。これに関しては，英語の動詞 cut など
に関して従来から議論されてきたとおりである（5）。つまり，結果状態をもた
らす使役行為に関わる特定の道具・様態が動詞の語彙情報として含まれている
場合は，必然的に外的な動作主の関与を要求するイベントであるということに
なる。言い換えれば，典型的には間接的使役を表す無生物は，（8）の動詞の
主語として生起できないということである。このことは以下の例に見るとおり
である。
（32）a. ?＊住民の粘り強い反対運動が制度を改正した。
b. ＊株主の要求が事業を分割した。
c. ＊被害者の遺族からの抗議を受けた当局の圧力が遺体を解剖した。
d. ?＊利益団体からの激しい圧力が計画を修正した。
（22）の漢語動名詞の他動詞構文における主語は，人間以外の無生物主語も可
能である。
（33）a. （新社長による）有能な責任者の導入が財務システムを健全化した。
b. コンピューターの導入が入札制度を透明化した。
c. 特殊部隊の使用した毒ガスがテロリストを壊滅した。
d. 首脳達の粘り強い外交活動がアフリカに対する ODA を拡大した。
e. 急激な社会構造の変化が少子高齢化を加速した。
f. ならず者たちの陰謀が連邦国家を分断した。
日本語では，心理動詞の「させ」使役構文における無生物主語を除いては，無
生物主語構文は翻訳調の不自然な文として認識される傾向が強い（6）ことは確
かであるが，（32）と（33）には明確な差異がある。このことは次の分裂文の
容認性からも支持できる。
（34）a. ?＊その制度を改正したのは住民の粘り強い反対運動だ。
b. ＊事業を分割したのは株主の要求だ。
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c. ＊その遺体を解剖したのは遺族からの抗議を受けた当局の圧力だ。
d. ＊その計画を修正したのは利益団体からの圧力だ。
（35）a. 財務システムを健全化したのは有能な責任者の導入だ。
b. 入札制度を透明化したのはコンピューターの導入だ。
c. ゲリラを壊滅したのは特殊部隊の使用した毒ガスだ。
d. ODA を拡大したのは首脳達の粘り強い外交活動だ。
e. 少子高齢化を加速したのは急激な社会構造の変化だ。
f. 連邦国家を分断したのはならず者たちの陰謀だ。
さらに，（32）と（33）で見た差異は，次に挙げる関係節化によっても明ら
かである。
（36）a. ?＊その制度を改正した住民の粘り強い反対運動
b. ＊その事業を分割した株主の要求
c. ＊その遺体を解剖した当局の圧力
d. ＊その計画を修正した利益団体からの激しい圧力
（37）a. 財務システムを健全化した有能な責任者の導入
b. 入札制度を透明化したコンピューターの導入
c. テロリストを壊滅した特殊部隊の毒ガス
d. ODA を拡大した首脳達の粘り強い外交活動
e. 少子高齢化を加速した急激な社会構造の変化
f. 連邦国家を分断したならず者たちの陰謀
以上の観察（7）をまとめると，（8）の他動詞用法のみを持つ漢語動名詞は，
典型的な直接的使役行為を表さない無生物主語を取ることが出来ないが，
（22）の漢語動名詞は，典型的な直接使役を行う人間主語だけではなく，無生
物主語も取ることが出来る。このことから，それぞれの概念構造を次のように
想定する。
（38）対象物の状態変化を表す他動詞用法のみの漢語動名詞
［［x DO ACT ON y］CAUSE［y BECOME［y BE AT z］］］
（39）脱使役化が適用される漢語動名詞
１５３漢語動名詞の使役交替
［［x（DO ACT ON y）］CAUSE［y BECOME［y BE AT z］］］
ここで導入した意味述語 DO は，動作主が直接的に制御できる行為を抽象化
した意味概念を表す（Dowty 1979 : 118）。（8）のタイプに属する「破壊」を
例にして，この述語について確認しておこう。
（40）｛昼夜にわたる政府軍の爆撃／爆撃機｝が町を破壊した。
（40）における「爆撃」は無生物主語であるが，爆撃機のメトニミーであると
認識することが可能であるので，（40）の描写しているイベントは直接使役で
あると思われる（8）。（38）に挙げた意味構造が示していることは，典型的な直
接的使役行為をする使役主を義務的に要求するということである。これに対し
て，（22）の漢語動名詞の他動詞文が無生物主語を取る場合には，直接的な使
役行為ではなく，間接的使役行為を表し，生物主語を取る場合は典型的な直接
的使役行為を表す。（18）の脱使役化について定義しなおすと，以下のように
なる。
（41）［［x（DO ACT ON y）］CAUSE［y BECOME［y BE AT z］］］→
∃x［［x（DO ACT ON y）］CAUSE［y BECOME［y BE AT z］］］
ここで，脱使役化の制限は以下のように述べることが出来る。
（42）脱使役化は，（39）の意味構造を持つ他動詞であり，かつ，その他動
詞文の表すイベントが，変化対象の自力性のみによって発生しないと
見なされる場合に適用される。
反使役化によって関連付けられる漢語動名詞も，以下の例からわかるよう
に，（39）の意味構造を持つ動詞であると想定できる。
（43）a. 折からの悪天候が山火事を沈静化した。
cf. ひとりでに沈静化した山火事
b. 大通りから吹いてくる突風がドアを開閉する（ので困っている）。
cf. ひとりでに開閉したドア
これらのイベントは，変化対象の自力性のみによって結果状態へといたるとみ
なされる。本論文は，反使役化や脱使役化を個別の動詞の語彙情報として記載
しておくべきであると想定しているのではない。次の例を見てみよう。
１５４ 漢語動名詞の使役交替
（44）a. 彼が鉄鋼業界を再生した。
b. 鉄鋼業界が再生した。 cf. #ひとりでに再生した鉄鋼業界
（45）a. 鈴木研究員が（新薬を使って）トカゲの尻尾を再生した。
b. トカゲの尻尾が再生した。 cf. ひとりでに再生したトカゲの尻尾
これらは，同じ漢語動名詞であっても，変化対象の内在的コントロールに関す
る認識が異なることを示している。反使役化と脱使役化は，個別の動詞におけ
る語彙情報の中に記載しておくべきルールというよりも，（39）で示した動詞
の概念構造を基盤として，イベント全体が変化対象の内在的コントロールのみ
によって制御されているか否かという認知的条件が関与しているルールであ
る。
4．結 論
本論文では，漢語動名詞を考察対象として，使役他動詞構文に生起できる主
語名詞句の差異を観察することにより，脱使役化の制限を概念構造において規
定する仮説を提示した。形態がある程度の力を持つことは否定できない和語動
詞の場合でも，本論の仮説が妥当性を持つかは改めて論じなければならない。
さらに，反使役化の制限である変化対象の内在的コントロールは，文法システ
ムにおけるどの部門にどのような形で記載されている情報なのか，あるいは，
それが文法的な知識でなければ，文法システムといかに関わるのかについても
解明しなければならない。
＊本論で扱った内容に関して，影山太郎先生，関西学院大学英語学専攻院生の
皆様から学内研究会の場において助言・示唆をいただいたことに感謝したい。
言うまでもなく，本論の内容に関しては筆者に責任がある。なおデータに関し
ては『毎日新聞』（http : //www.mainichi.co.jp/）の記事検索が有用であった。
１５５漢語動名詞の使役交替
注  ここで注意したいのは，ACT が活動動詞の継続的活動というアスペクトを表し
ており，主語の意図性は表さないということである（影山（1996 : 69）を参
照）。例えば，英語動詞の例も含めて挙げると，「睡眠」，rain, shine なども活動
動詞であると想定する。本論においては主語の意図性は，次節で導入する意味関
数 DO によって表す（Dowty（1979 : 118）を参照）。
 「イベント」とは特に断りのない限り，本論においては，動詞だけではなく構文
全体が表す意味を指す。
 影山（1996 : 145）の形式化では CAUSE ではなく，CONTROL が用いられて
いるが，同書の別の箇所（p. 198）では，CONTROL の主語は個体（人間）に限
定されている。しかし，以下で示すように，「反使役化」や「脱使役化」によっ
て関連付けられる漢語動名詞は個体以外の非情名詞が主語位置に生起できるの
で，本論においては，脱使役化に関しても使役関数は CONTROL ではなく
CAUSE を用いて表記する（Matsumoto（2000 : 164−5）も参照）。
 使役関数に関しては，注を参照されたい。また，存在量化子による表記も筆者
によるものである。
 Kilby（1984），早津（1989）などを参照されたい。
 井上（1976 : 63），Shibatani（1976），Matsumoto（2000）などを参照された
い。
 分裂文や関係節化が，項ではなく付加詞をも移動するのは確かであるとしても，
（34）や（36）の不適格性についての疑問は残ると思われる。
 「破壊」に関しては，意味的な語彙の阻止が発動している可能性もある。
〈a〉＊町が破壊した。cf．町が崩壊した。
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